
平成21年度地域材活用木造住宅振興事業による展示住宅の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：株式会社後藤組 展示住宅の建設地住所：山形県山形市嶋土地区画整理事業地内100街区‐11番

事業者連絡先 使用した地域材の名称 山形県産材

（事業者番号0182）

事業者連絡先：0238‐26‐1251 使用した地域材の名称：山形県産材

地域材の使用箇所：構造材、構造材以外の部分すべて建設工事費（主体工事費）：2,260万円（うち補助金400万円）

＜展示住宅の平面図＞

【１階】 【２階】外観写真

＜展示住宅の仕様等＞
①床面積 （１階）75 77㎡ （２階）75 35㎡

＜展示住宅の特徴＞
①近年は施工がしやすい集成材あるいは建材が使われる中で自然にこだわり

内観写真１

①床面積：（１階）75.77㎡、（２階）75.35㎡

②外観：ナチュラルモダン

③構造（部位毎の建材、寸法等）：

①近年は施工がしやすい集成材あるいは建材が使われる中で自然にこだわり、
無垢材を通して地域産材の良さを実感して頂けます。

②山形県においては、県産材利子補給制度があり、ローンの金利を優遇する
政策があり、そのモデルとして地域産材の普及を促進できるような展示場です。

木造軸組在来工法

④断熱性能：
XPS 屋根ア）60 壁ア）50 基礎ア）50

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数（平成22年10月～平成23年5月）：170 名
②来場者 主な声

③外観にも木材をあしらい、格子や付梁・付柱など木を基調とし、外観からも自
然を感じて頂ける展示場です。

内観写真２
XPS 屋根ア）60 壁ア）50 基礎ア）50

⑤展示期間：平成22年10月～平成29年10月

②来場者の主な声：
○・・・・・無垢材と自然素材がマッチした健康に良さそうな住宅ですね。
○・・・・・県産材を使うとこのような住宅になるのですね。
○・・・・・


